
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一秒の言葉を大切に 

副校長   武田 悠 

 
 「一秒間で何ができますか？」と問われたら、保護者・地域の皆様はどんなことを思い浮かべるでしょ

う。校内で出会った生徒の何人かに同じ質問をすると、「まばたきできる。」「文字が１文字書ける。」とい

った答えが返ってきました。ちなみに私は「人を元気にできるよ。」と伝えると、生徒は一様にきょとん

とした表情を浮かべます。私がそう思うようになったのは、以下に紹介する小泉吉宏さんの「一秒の言

葉」という詩を教材にした道徳の授業がきっかけでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業の初めは、「  」の部分は空欄で渡し、自分にとってそれはどんな言葉かを考えさせます。子供

たちは思い思いに言葉を考え、「  」の中を埋めていきます。私はいつも、詩が完成した子供たちに「全

員正解。それが一人一人にとっての一秒の言葉だよ。」と伝えていました。そして、一秒ほどの言葉は、

使い方次第で人を幸せにできる「花束」にもなれば、人を傷つける「ナイフ」にもなること、だからこそ

自分の一秒の言葉を大切にしてほしいことを教えてきました。 

 保護者・地域の皆様にとって「一生のときめきを感じる」一秒の言葉はなんでしょう。「人の優しさを

知る」一秒の言葉はなんでしょう。私は、帰宅時の「ただいま」と「おかえり」の言葉のやり取りに幸せ

を感じます。一秒足らずの短い言葉が、生徒の心や態度を変える、ひょっとしたら人生をも変えてしまう

かもしれない…小笠原中学校の教員として私自身も肝に銘じながら、一秒の言葉を大切にして、今後も

努力していきたいと思います。 

 

 

 ２月１０日（土）は、学校公開・道徳授業地区公開講座です。それぞれの学級で「相互理解」「周りへ

の感謝」について生徒が一生懸命考え、互いに学びを深める様子をご覧いただければ幸いです。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 
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第２学年 平泉との交流事業             ２学年  矢代  祥大 

１２月１９日（火）、岩手県平泉町から２名の中学生が来校し、交流授業を行いました。先に小笠原中

学校が「総合的な学習の時間」で学んだ、硫黄島に関する発表を行い、次に平泉町の中学生が平泉の文化

遺産(中尊寺など)についての発表を行い、お互いの地域に対する理解を深めました。その後、文化遺産と

自然遺産という違いはあるものの、世界遺産に暮らす中学生としてできることについて考え、意見を交

わしました。硫黄島の慰霊祭の誓いの言葉で、本校生徒が掲げた、「忘れない」「伝える」「もっと知る」

のうちの「伝える」ことができたのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

第２学年 母島中・高円寺学園との交流授業  ２学年  湯本 達也 

１２月２１日（木）５・６校時に、母島中学校と高円寺学園との 3 校交流授業が行われました。高円

寺学園とは、以前阿波おどりを教えてもらう交流授業を行っていました。今回は小笠原中学校と母島中

学校が硫黄島訪島事業の取り組みを紹介しました。硫黄島の紹介から硫黄島に行く意義などを高円寺学

園の生徒に伝え、お互いの地域に根差した授業の成果を発表することができました。 

文化の継承と歴史の継承とで、後世に伝えていく内容は違うものの、どの中学校の生徒も「伝えてい

く」ことの大切さを改めて認識し、今後の学校生活をより良いものにしていくための意欲につなげてい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 性教育の授業                      保健体育科    柴山 暁人 

１２月２１日（木）６校時に、第３学年を対象に保健「性感染症と妊娠」についての授業を、四谷川添

産婦人科医の力武崇之（りきたけたかゆき）医師を講師として行いました。力武医師からは、「性教育の

目的」、「性感染症・エイズの予防」、「正しい避妊方法」、「妊娠？？と思ったら」、「高校生になっても知っ

ておいてほしいこと」の内容で講義をしていただきました。また困ったことや不安なことがあれば、いつ

でも訪ねてきてくださいと言ってくださるなど、生徒たちの安心できる場所が１つ増えたことに感謝し

ます。講義後に質問をする生徒もおり、今回の学びから将来の自分やパートナーの心身の健康を考えな

がら、幸せな人生に繋げていってくれることを願っています。またご家庭内で授業の内容などをお子様

に聞いてくださると有り難いです。最後に生徒の感想文を紹介します。 

【生徒の感想から】 

・『性病は怖いと思ったし、検査や予防は大切だと思った。 

男性と違い女性は赤ちゃんを体の中で育てたり、生んだ 

りと負担が大きいと思うので、男性がサポートすることが 

とても大切だと考えた。』 
・『自分だけでなく、周りの人の命を守るためにも自分の身体を 

大切にしたいと思った。』 

・『むやみやたらな性的接触は避け、パートナーとお互いに協力 

関係を築き、良好で健康的な生活をしていきたい。』 



第１学年 夜明山戦跡調査                   １学年   渡邉 健士朗 

来年度の硫黄島訪島事業に向けて、１月 18 日（木）に事前の講義、１月 19 日（金）に夜明山の戦跡

調査に向かいました。普段使っている道の脇に壕があったり、山の中に砲台跡があったりと父島が戦場

になる寸前だったことを体感することができました。戦跡調査の案内は板長さんこと、田中善八さんに

行ってもらいました。午後は学校に戻り、夜明山で感じたことを川柳の作品に仕上げました。 

 「戦争」という実感をもちにくいものに対して、実物を目の当たりにすることで今までよりもさらに考

えを深めるきっかけとすることができました。今回の体験を来年度の硫黄島訪島事業につなげてくれた

ら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百人一首大会                                    国語科   渡邉  健士朗 

１月 16 日（火）に校内百人一首大会を行いました。 

今年度は互いの特徴や個性を尊重し、生かすことを目的 

としてチームで活動する形に変えました。チームに貢献 

するために１首でも多く取ろうと、授業だけでなく、休み 

時間や家でも自主的に取り組んでいた生徒もおり、積極的に 

取り組んでいる姿が印象的でした。また、普段の授業では 

できない他学年の生徒との試合もよい刺激になったようです。 

生徒からの感想には「最初よりも取れる札が多くなって自分 

の成長を感じれたのが良かった。」「チームで協力して百人一 

首をできたのが楽しかった。」と書かれていました。百人一首 

（和歌）は日本の大切な文化の一つです。百人一首を通して、 

昔の人のものの見方や考え方を知ってもらえたら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 
 

また、今年度は、今後義務教育学校になることを見据えた小中連携の取組として、1 月 15 日（月）に

小笠原小学校６年生と本校１年生とで合同の百人一首を行いました。中学校の先輩として当日の準備片

付けや進行などの場面で積極的に活動する姿が見られました。 

 少しずつ先輩としての自覚をもって学校生活に取り組んでいくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 団体別 】 優勝  第２学年 

【チーム別】 優勝  福寿 七瀬 市野 大和 古賀 心望 
      準優勝 白倉 築  菊池 純  古谷 晴斗 
       ３位  富田みのり 松原 友香 片岡 和貴 水野 陽翔 (敬称略) 



第 22回中学校生徒会長サミット   生活指導部生徒会担当 多久 優麗花 

12 月 26 日(火)に、東京都中学校特別活動研究会が主催する「第 22 回生徒会長サミット」が狛江市

立狛江第一中学校にて開催され、本校の生徒会役員会も参加しました。 

「生徒会長サミット」には、都内の 65 校の生徒会が参加し、 

島しょ地区については、オンラインで参加することができました。 

参加校のうち２校が代表してスライドを使用して全体発表を行い、 

その後分科会に分かれて、各校の活動報告や質疑応答を行いました。 

分科会では、小笠原中学校の様子を積極的に伝えたり、他校の困り 

ごとの相談に回答し合ったりしました。普段なかなか知ることの 

できない他校の活動を知り、生徒会活動の今後の可能性に気付くこ 

とができました。今回の経験を経て、生徒会活動がより活発になる 

ことを期待しています。 

 

人権作文コンクール 

 中学生の人権意識向上を図るため、今年も「小笠原村人権作文コンテスト」が実施され、小笠原中学校

からは 2 名の生徒が入賞しました。 

 最優秀賞  ２年   根本 瑚々菜         優秀賞  ２年   菊池 純（敬称略） 

なお、全国中学生人権作文コンテスト東京都大会へ推薦の結果、根本瑚々菜さんの作文は「作文委員会

賞」を受賞しました。おめでとうございます。 

 
 

 

                       

  

ロードレース大会について 
今年度のロードレース大会が２月４日（日）【予備日：２月１２日（月）】に行われます。大会当日が雨天の場合

は休日となり、翌日５日（月）は授業日となりますので、ご注意願います。 

おが中寺子屋について 
今月は２月２１日（水）に開催いたします。 

補食給食について 
２月２９日（木）に、補食給食があります。今回は島バナナを使った「島バナナのココアプリン」です。 

島バナナ、ココア、豆乳を使用します。 

月 火 水 木 金 土 日 

   １ SC 勤務日 
安全指導 

２避難訓練 
自転車安全点検 
都立推薦入試発表 

３○出  

 

４ 

ロードレース大会 
（雨天の場合は、休日） 

５ 
振替休業日 
（ロードレース延期

の場合は、授業日） 

６ 
学校朝礼 

学校公開・展示始 

７  

食育講話 
８○入  

 

９ 

お弁当の日 

１０ 

土曜授業日 
道徳授業地区公開講座 

１１○出  

 

１２ 

振替休日  
ロードレース大会予

備日 

１３ 

学校朝礼 
ロードレース大会予備

日振替休業日 

１４○入  

テスト計画 
 

１５ SC勤務日 

新入生説明会 
１６ 
 

１７○出  

 

１８ 

英検２次 

１９ 
学校朝礼 

２０○入  

部活動中止（２８日

まで） 
 

２１ 

都立入試 
おが中寺子屋（放課後学習） 

２２ 
SC 勤務日 
学校いじめ対策サポート

チーム協議会 

２３○出  

天皇誕生日 

２４ 
 

２５ 

 

２６○入  

学校朝礼 

委員会・中央委員会 

２７ 
学年末考査 

２８ 
学年末考査 

２９○出  

SC 勤務日 
補食給食 

   


